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１．まえがき 

 合成床版橋は，市街地など構造高の低い橋梁形式が求められる環境

において，橋軸方向に縦リブを設けた下鋼板パネルとコンクリート版

を合成することにより，低い構造高を実現した橋梁である．筆者らの

提案する合成床版橋(図－１，以降，ＳＣスラブ橋と称す)では，縦リ

ブ上フランジのコンクリートかぶり厚さを低減し，鋼桁高を出来るだ

け高く確保することで，より低い構造高を実現することを目的として，

縦リブの上フランジに設けた孔に床版主鉄筋を折り曲げ貫通させる孔

あき鋼板ジベル(図－２，以降，ＰＢＬと称す)を採用している．しか

しながら，通常のＰＢＬ構造はフランジに対して鉛直方向に立てられ

た鋼板に用いられ，本研究のようにフランジ自体をＰＢＬ構造に用い

た例は見られない． 

 そこで，実構造を想定した試験体を作成し押抜きせん断試験を行う

ことにより，既往の研究１）で提案されたＰＢＬの強度評価式の適用性

を確認した．本報告では，試験の概要と試験結果をもとにしたＰＢＬ

の性能評価について述べる． 

２．載荷試験の概要 

 図－３に，試験体の概要図を示す．試験体は，貫通鉄筋の有無によ

るせん断耐力の違いを確認するため，表－１に示す 2タイプを作成し

大阪工業大学八幡工学実験場にて試験を行った．なお，試験体の構造

高は，実構造における桁端部の最低構造高を 300mm と想定した上で決

定した．この場合，フランジ下側に突出する貫通鉄筋の定着長は文献 1)の研究における片側定着長 260mm に

対して 100mm 短い 160mm となった． 

 荷重載荷は，JSSC 頭付きスタッドの押抜き試験方法(案)２）に準じて，変位制御による漸増繰り返し載荷

法で行った．相対ずれ変位が 1.0mm までは 0.2mm 増すごとに，それ以後 4.0mm までは 0.5mm 増すごとに，除
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図－３ 試験体概要図

表－１ 試験体一覧 

PBL-1 PBL-2

300 mm 300 mm

3 体 3 体

φ50×2 φ50×2

無し D13 (SD295A)

33 N/mm
2

33 N/mm
2ｺﾝｸﾘｰﾄ圧縮強度

TYPE

孔径×孔数

構造高

試験体数

貫通鉄筋

図－２ SC スラブ橋における PBL の構造

縦リブフランジ 

φ50 孔 

貫通鉄筋

図－１ ＳＣスラブ橋の概念図 
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荷・載荷の漸増繰り返し載荷を行った．なお，載荷荷重が

最大せん断耐力に達した後も相対ずれ変位量が 20mm に達

するまで単調載荷を行った． 

３．試験結果 

 図－４に，各試験体の荷重とずれ変位量の関係を示す．

なお，ここで示す曲線は，変位制御による漸増繰り返し載

荷法で生じた各変位ステップでの最大せん断力をプロット

して描いた包絡線である．また，表－２に各試験体の最大

せん断耐力(Qmax)を示す． 

４．強度評価式と試験結果の比較 

 既往の研究において，ＰＢＬの合理的な強度評価式とし

て次式が提案されている．３） 
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0.3938.3
2

1
2 −⋅






= cuu f
d
tdQ  

ただし， 1940.22
2

1
2 <⋅






< cufd
td   

・貫通鉄筋を有する場合 

( ){ } 1.2645.1 222 −⋅+⋅−= ststcustu ffdQ φφ  

ただし， ( ) 0.4880.51 222 <⋅+⋅−< ststcust ffd φφ  

ここに，d:孔径，t:フランジ板厚，φst:貫通鉄筋径 

fcu:コンクリート圧縮強度，fst:鉄筋の引張強度 

 表－３に，試験結果と上記の強度評価式によるせん断耐

力との比較結果を示す．表中には，孔１個あたりの最大せ

ん断力 Qmax の測定値と強度評価式により計算したせん断

耐力および測定値と計算値の比率を示す． 

 貫通鉄筋を有さない試験体PBL-1および貫通鉄筋を有する試験体PBL-2ともに最大せん断耐力の測定値は，

強度評価式によるせん断耐力とほぼ同等か最大で約 1.4 倍の耐力を示した． 

５．まとめ 

 ＳＣスラブ橋の実構造を想定したＰＢＬの押し抜きせん断試験結果から，フランジに設けたＰＢＬのせん

断耐力は，既往の強度評価式で評価できることが明らかになった．また，今回の試験体では，低い桁端構造

を実現するためＰＢＬの鉄筋定着長を 160mm としているが，これに関しても所要のせん断耐力を有すること

が明らかになった． 

 以上の結果から，本研究で検証したＰＢＬ構造を採用することにより，実橋で求められる低い構造高の桁

端部に対しても，十分なせん断耐力を有するずれ止め構造が設計可能であると判断される． 
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kN/組 kN/鋼板 kN/孔

1 467.5 233.7 116.9

2 499.3 249.7 124.8

3 446.9 223.4 111.7

平均値 471.2 235.6 117.8

1 903.6 451.8 225.9

2 761.0 380.5 190.2

3 1069.7 534.8 267.4

平均値 911.4 455.7 227.9

PBL-1

PBL-2

TYPE
最大せん断耐力：Qmax試験体

No.

表－２ 押抜きせん断試験結果 

図－４ 荷重－ずれ変位量 
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表－３ 強度評価式と試験結果の比較 

試験結果 強度評価式 比率

Qmax Qu Qmax/Qu

kN/孔 kN/孔

1 116.9 0.98

2 124.8 1.05

3 111.7 0.94

平均値 117.8 0.99

1 225.9 1.17

2 190.2 0.99

3 267.4 1.39

平均値 227.9 1.18

PBL-2

119.0

193.0

TYPE
試験体
No.

せん断耐力

PBL-1
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